
学B

問

数

平 成 25年 度 学 力 検 査

(10時 30分 ～11時 15分 ,45分 間)

題 紙

「開始」の合図があるまで開いてはいけません。

答えは,す べて解答用紙に書きなさい。

ユ問題は,□から回までで,6ページにわたって印刷してあります。
「開始」の合図で,解 答用紙の決められた欄に受検番号を書きなさい。

問題を読むとき,声 を出してはいけません。

「終了」の合図で,す く
｀
に筆記用具を置きなさい。

◇M2(40併 8)



あとの各問いに答えなさい。(12点)

(1)3× (-7)を 計算しなさい。

②―十十チを計算しなさい。

(3)α =-2 の とき, 8-α
2 の
値を求めなさい。

(4)5(2α -3b)-3(α -2う )を 計算しなさい。

(5)(v名 ―派=)2 を計算しなさい。

(6)二 次方程式 2χ
2_2ィ ー9=2打 +7 を 解きなさい。

(7)あ る中学校の生徒数は,人 で,そ のうちの 35%の 生徒が自転車通学をしている。自転車通

学の生徒数が 49人であるとき,αの値を求めなさい。
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(

あとの各問いに答えなさい。 (9点)

1)10円 切手,50円 切手,80円 切手をあわせて 28枚買つたところ,代 金の合計は 1400円に

なつた。このときに買つた 10円切手の枚数は 6枚であつた。

次の「
~1は
,50円切手,80円切手をそれぞれ何枚買つたかを,連立方程式を使つて求め

たものである。[⊆コ～E至1に,それぞれあてはまる適切なことがらを書き入れなさい。

①

50円 切手の枚数を打枚,80円 切手の枚数をノ枚とすると,

=28

=1400

これを解くと,労=  ③   , ノ =   ④

このことから,50円 切手の枚数は  ③   枚 ,80円 切手の枚数は [三④ コ枚となる。

(2)次 の表は,6人 の生徒 A,

したものである。このとき,

B,C,D,E,Fの ボール投げの記録から20mを ひいた差を表

次の各問いに答えなさい。

次のベージヘ→

◇M2(409-10)

生 徒 A B C D E F

(ボール投げの記録)-20(m) + 6 - 2 + 9 - 4 + 3

① 6人 のボール投げの記録の平均値を求めなさい。

② 6人 のボール投げの記録の中央値を求めなさい。

(3)右の図のように,袋 の中に1,2,3,4の 数字が1つずつ書かれた4

個の白玉と, 5, 6の数字が1つずつ書かれた2個の黒玉が入つている。

このとき,次 の各問いに答えなさい。

① この袋から同時に2個の玉を取り出すとき,取 り出した玉が2個とも

白玉となる確率を求めなさい。

② この袋から同時に2個の玉を取り出すとき,取 り出した玉に書かれた

数の和が6以上となる確率を求めなさい。

②
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□
次の図のよ北 関数 ノ=十 か ② のグラフ上に2点 ABが あ ,点 Aの 座標が

(-2,1),点 Bの 座標が(4,夕 )である。

このとき,あ との各問いに答えなさい。 (9点)

に∋             ノ

(1)ク の値を求めなさい。

(2)関 数②について,ァの変域が-5≦ ズ≦3のときのノの変域を求めなさい。

(3)2点 A,Bを 通る直線の式を求めなさい。

(4)関数②のグラフ上に,点 C(-6,

① △ ABCの 面積を求めなさい。

ただし,座標の1目もりをlcm

9 )をとるとき,次 の各問いに答えなさい。

とする。

② ィ軸上のメ>0と なる部分に点 Dを とり,△ ADBを つ くる。△ADBの 面積 と△ABC

の面積が等しくなるとき,点 Dの 座標を求めなさい。
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あとの各問いに答えなさい。 (8点 )

右の図のように,AB=4 clll,BC=6 clll,AD=3 cnl,

∠ABC=90° ,∠】掛め =90°の四角形ABCDと ,半径 6cm,

中心角 90°のおうぎ形 BCEを くつつけた図形がある。この

図形を,辺 AEを 軸として 1回転させてできる立体の体積を

求めなさい。

ただし,円周率はπとする。

(2)右 の図 1のように,立 方体の4つ の頂点 A,B,C,D

を結んでできる立体 Kが ある。

辺 ADの 長さが 6cmの とき,次の各問いに答えなさい。

なお,各 問いにおいて,答 えの分母に7すがふくまれ

るときは,分 母を有理化しなさい。また,V庁 の中をでき

るだけ小さい自然数にしなさい。

① 辺 ABの 長さを求めなさい。

② △ACDの 面積を求めなさい。

③ 面 ACDを 底面としたときの立体Kの高さを求めなさ

い 。

④ 右の図2の ように,立 体Kの 辺AD上 に点Pを,

辺CD上 に点Qをそれぞれとり, 3つの線分BP,PQ,

QBの 長さの和が最小となるようにする。

このとき,3つ の線分の長さの和を求めなさい。

図 1

立体 K

図 2

次のベージヘ→
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立体 K



次の図のように,線 分 ABを 直径とする円0の 円周上に点 Cを とり,△ ABCを つくる。線分

AB上 に,BC=BDと なる点 Dを とり,線 分 CDを 延長した直線と円0の 交点をEと する。点

Eを 通り,線 分 ABに 平行な直線をひき,円 0と の交点をFと し,線 分AFと 線分 EC,EBと

の交点をそれぞれ G,Hと する。

このとき,あ との各問いに答えなさい。 (12点)

それぞれあてはまる適切なことがらを書き入れなさい。

(証 明 〉 △AEFと △BFEに おいて,

共通だから,

同じ弧に対する円周角の大きさは等しいから,

EF〃ABよ り,錯 角は等しいから,

同じ弧に対する円周角の大きさは等しいから,

③,④ より,

三角形の3つの内角の和が180°であることと,

①,⑤ ,⑥より,

∠EAF=

∠AFE=

∠BEF=

∠AFE=

② ,⑤ か ら,

∠AEF=

がそれぞれ等しいので,

△AEF三 △ BFE

和
回
回
獅
∠BFE

…①

…②

…③

…④

…⑤

…⑥

(ア)

(ウ)

(2)△ AEG∽ △ABCで あることを証明しなさい。
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( 3 )線 分 AB上 に,△ ABC∽ △CBPと なる点 Pを とる。

このとき,次 の各問いに答えなさい。

ただし,点 Pは 点 Aと 異なる点とする。

① 次の図に,線分AB上 の点Pを定規とコンパスを用いて作図し,△CBPを完成しなさ

い 。

なお,作 図に用いた線は消さずに残しておきなさい。

② AB=10 cm,AC=8cmの とき,

(ア)線 分 CPの 長さを求めなさい。

次の各問いに答えなさい

(イ)四 角形 HGI)Bの 面積を求めなさい。

―おわリー
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